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第 1 節 基本理念に込めた思い 

本市は、自動車をはじめとする世界的なものづくり産業の集積地域の中央に位置し、安定した

雇用や労働環境に恵まれ、全国的に見ても豊かで安定した財政力を誇っています。また、日本の

東西大動脈である東海道新幹線が市内を横断し、名古屋都市圏の一角を占める一方、日本デンマ

ークと言われ農業先進都市のモデルとして発展しており、都市と田園のバランスが取れた快適な

まちです。こうした恵まれた条件により、合計特殊出生率は全国平均を大きく上回り、市外から

の転入人口も多く、将来人口の推計では令和 12 年（2030 年）まで人口は減少しない見通しと

なっています。 

その一方、高齢化の波は本市にも着実に影を落としており、将来人口の推計における 65 歳以

上人口の割合は年々増え続け、令和 37 年（2055 年）までで、65 歳以上人口の割合は約 10

ポイント増加する見込みです。 

 

今後、多くの市民が老後の生活を豊かなものにするためには、健康寿命の延伸が不可欠です。

さらに、充実した行政サービスを提供するうえで、医療・福祉に関する経費ができる限り本市の

財政を圧迫しないように、今のうちから市民の健康づくりに力を入れていく必要があります。 

また、近年の日本経済の動向は国民の実感を伴わないものになりつつありますが、経済的な余

裕だけでなく、心のゆとり、日常の楽しみ、社会への貢献、人とのふれあい、将来に対する安心

など、人々が「豊かさ」や「幸せ」を感じる要因は多種多様な広がりを見せています。 

 

この「豊かさ」や「幸せ」を市民一人ひとりが実感できるようにすることが、成熟社会を迎え

た日本において、自治体行政が担うべき最大の役割の一つと考えます。総合計画では、「市民一

人ひとりが生活の豊かさとともに幸せを実感できるまち」の形成をまちづくりの基本理念と位置

付けます。 

なお、「市民一人ひとりが生活の豊かさとともに幸せを実感できるまち」とは、地方自治法に

定められた自治体の役割「住民の福祉の増進」と同様の理念であると考えています。 
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第１項 “豊かさ”とともに“幸せ”を実感できる 5 つの要素 

「豊かさ」や「幸せ」を感じるために重要視されている事柄については、人それぞれに異なり

ますし、人生における様々な過程においても変化することが、年代別の調査結果にもあらわれて

います。しかしながら、事柄そのものについては、国や本市の調査結果のみならず、他の自治体

においても、概ね同様の要因が確認されています。 

そこで、市民に最も身近な基礎自治体として、「市民一人ひとりが生活の豊かさとともに幸せ

を実感できるまち」の実現に向け、「豊かさ」や「幸せ」を感じるために重要視されている事柄

の中から、特に関連性が高い、「健康」「環境」「経済」「きずな」「こども」という 5 つのキ

ーワードの頭文字をとった「5K」について、「豊かさ」や「幸せ」を実感できる構成要素として

設定します。 
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（1）5 つの要素と“⽬標とするまちの姿” 

本市のまちづくりにおける「豊かさ」と「幸せ」を求める取組は、「健康：Kenko」、「環境：

Kankyo」、「経済：Keizai」、「きずな：Kizuna」、「こども：Kodomo」の 5 つの要素に

より形成されます。これらがバランス良く満たされるように、総合計画では、「5K」が深まる取

組を進めていきます。 

 

 

 

  

生涯にわたり心身ともに健康にすごせるまち

高齢化社会の進行により、身体の不具合を抱える人や要介護者が増加し、また、

複雑化する社会の中で心の病を抱える人も存在します。健康と幸福感には深い相

関関係がみられ、特にこれからの長寿社会において、多くの市民が自由で自立し

た人生を歩むために、健康寿命延伸の視点が必要です。 

くらしの質を高める持続可能なまち

本市では、地球的な視点に立ち、自然環境のみならず、生活環境、都市環境な

ど身近なくらしを取り巻く環境への取組を市民とともに進めてきました。省エネ

などの技術開発が進む中、都市と田園が共生する本市にふさわしい一歩進んだ環

境都市の成熟した展開が必要です。 

地域の魅力、潤いと活力あふれるまち

歴史ある農業の誇り、農産物の恵みとともに、自動車産業を中心とした製造業

の牽引により築いてきた豊かな経済は紛れもない本市の強みです。健全な労働で

得られる潤いあるくらしは人々の幸福感につながり、多様な産業の創出に加え、

歴史文化などの地域の魅力を活かす必要があります。 

人々が優しくつながり、支え合う安全安心なまち 

人と人とがつながるきずなや地域コミュニティの活性化は、持続可能な社会福

祉の根幹であるとともに、非常時を乗り切る力になることが東日本大震災で証明

されました。本市に見られる三世代のきずな、地域や市民活動を通した優しいつ

ながりを大切に後世につなげていくことが必要です。 

子どもたちを社会で豊かに育むまち

子どもは次世代の担い手であり、人々の笑顔を生む不思議な力があります。健

やかな成長には、子ども自身が生きる力を育むこと、家庭だけでなく社会全体で

子どもを育てる視点が欠かせません。子どもの様子は健全な社会のバロメーター

であり、その成長を温かいまなざしで支えていくことが必要です。 
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（2）5 つの要素と“施策分野”の体系化 

市民の「豊かさ」や「幸せ」を高めるために各項目を 5K に関連づけして施策を推進します。 
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第２節 ⽬指す都市像 
 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念に掲げる「市民一人ひとりが生活の豊かさとともに幸せを実感できるまち」は、「健

康」「環境」「経済」「きずな」「こども」の 5 つの要素の質を高める取組の先に見えてくるもので

す。とりわけ、多くの市民が「幸せ」の実感と自分や家族の健康に強い関連性を感じており、そ

こに健康で幸せに暮らすことを願う想いを見て取ることができます。 

 

また、本市においても、高齢化は着実に進行しており、近い将来、高齢化率が 21%を超え、

超高齢社会へ突入する見込みです。市民がいつまでも住みなれた地域で自立した幸せな人生を歩

むためにも、健康寿命の延伸を図る必要性が高まっています。 

 

そこで、総合計画では、5 つの要素のうち「健康」を軸に据え、「健幸」のまちづくりを推進し

ていきます。 

「健幸」とは市民一人ひとりが身体的・精神的に健康であることに加えて、趣味や社会貢献な

どの様々な活動を通じ、日々の生活に「生きがい」や「感動」を見出し、生きていることの喜び

を実感することです。 

 

自分が健康でありたい。そして、家族も健康であって欲しい。この率直な願いが、自分や家族

の「幸せ」につながると気付いた瞬間に、人々は意識や行動を変えるための一歩を踏み出すこと

ができるでしょう。 

 

「健幸」の意識が、家族や友人、職場や地域社会に広くつながり、「幸せ」を分かち合うことへ

と発展することが「健幸都市」の姿です。 

 

安城市は、すべての施策分野に「健康」の視点を取り入れるとともに、「環境」への取組を継続

し、活力ある「経済」を生かし、伝統的な地域の「きずな」を継承し、社会全体で「こども」を

育むまちづくりを進めることにより、「幸せつながる健幸都市 安城」の実現を目指します。 

 


